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 目標達成に向けた施策  

 

方針１ 地域に応じた生活排水処理の推進 

 

施策 1.1 公共下水道等への接続の推進 

公共下水道等により生活排水を処理する区域においては、全ての対象世帯等に対し適

切な指導・啓発を行い、接続率の向上に努めます。 

 

施策 1.2 合併処理浄化槽の普及推進 

合併処理浄化槽により生活排水を処理する区域においては、補助金の交付などによる

単独処理浄化槽からの転換をはじめ、合併処理浄化槽の普及を推進します。 

 

 

方針２ 効率的で効果的な生活排水処理施設の構築 

 

施策 2.1 生活排水処理施設の整備・統合に向けた検討 

今後の人口推移に伴い、し尿の発生量の減少が見込まれることから、効率的かつ効果

的な処理体制の構築に向け、し尿処理施設の整備・統合・廃止及び公共下水道等の施設活

用など、あり方の検討を進めます。 

 

 

方針 3 環境保全のための広報啓発の推進 

 

施策 3.1 市民への広報啓発の推進  

水質保全を含めた環境保全活動について、広く市民へ情報提供するとともに、公共下

水道等や浄化槽の効果・役割について啓発を行い、市民の環境保全に対する意識の向上

を図ります。 

 

施策 3.2 環境教育の推進  

環境保全活動への参加や、自主的な取り組みを促進するため、環境教育の充実や団体

への支援に努めます。 
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